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５月に入って美咲町も含め近隣の市町村でコロナウイルスの感染が

確認されるようになってきました。職員室でもいよいよ迫ってきたな…

という思いで、再度、気を引き締めていこうと話しています。校内では、

先日お知らせしたようにできる限りの感染対策を行っています。ご家庭の協力も大切になっ

てきますので、再度、通知（中央中ＨＰ掲載）をご確認ください。 

５月１６日～３１日まで出されている緊急事態宣言も延長されるのではないかと報道さ

れています。本校では、今までもなるべく通常の教育活動を止めない方向で考えてきました。

しかし、昨年度のＮＨＫ交響楽団に続き岡山フィルハーモニック管弦楽団による演奏会を計

画していましたが、延期もしくは中止になります。また部活動も５月３１日までの中止が決

定しています。宣言の延長で更なる変更がないことを願います。部活動については、６月１

日からの活動を現在検討しています。決定次第お知らせします。 
 

大阪府・岬町からいただいた“ひまわりの芽”が出ました！ 
  
美咲町の友好交流都市である大阪府の岬町から送られてきたひまわりの種を、校門前の花

壇に植えてもらっています。先週、双葉が顔を出しました。どのくらいの背丈まで伸びて、

どのくらいの大きさの花(正確には花の集まり※詳しく知りたい方は,教頭先生まで)を咲かせるのか、 

成長が楽しみです。興味がある方は、 

岬町 HPまで…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主・友愛・剛健 

 

※ひまわりの花は、小さな花がたくさん集まってあの

形になっています。いちばん外側の花に 1枚の花び
らがついて、全体で見るとあの形になっています。 



 

 

 

 

 中学校に入学すると様々なことが小学校と変わります。

その一つが「中間テスト」や「期末テスト」などの定期テ

ストです。１年生は今回初めての経験だと思います。取組

状況を学年の先生方に聞いてみると、テスト準備に時間を

かけている人が多いが、取り組み方には工夫が必要であ

る。普段の授業にどのように取り組んでいるかが問われる

と思う…とのことでした。２年生もがんばって解答しよう

としていることが伝わってくる。文章で答えるものも授業

中に与えられたポイントをつかんで答えられるようになっている。課題提出も良い…とのこ

と。３年生も普段の授業をよく聞いていて、テストもしっかりと解答しようとしている。や

はり進路のことが気になるのか、危機感を少しずつ感じかけてい

る…とのことでした。学習にしっかりと取り組んでいる様子が確

認できて、とてもうれしいです。しかし、すぐに点数に直結しな

いのがテストです。やはり授業中や通信などのアドバイスを生か

して、日々の授業を大切にすることが一番のように思います。が

んばっている雰囲気に乗り遅れている人、今なら間に合いますよ。 

 

 ５月１７日より『教育相談』を始めています。１学期は担任の先生と行っています。担任

の先生はじっくりと時間を取れる『教育相談』をとても大切に感じています。コロナ禍で知

らないうちにストレスが積もり積もっています。もちろん先生だけでなく、友だちや家族に

思っていることを少しずつ話すことができると楽になりますよ。また、先日スクールカウン

セラー（ＳＣ）便りもお配りしています。たくさんの方が気軽に相談していますよ。ぜひお

問い合わせください。 
【６月の主な行事】※詳細につきましては、“中央中学校ホームページ”をご確認ください 

１日：生徒総会  ３日：歯科検診  ４日：検尿２次  ８日：３年校内テスト 

１６日：期末考査前部活動停止（～２３日） １８日：専門委員会 

２３日～２４日：一学期末考査  ２３日：職員会議  ２８日：３年生進路説明会 

つぶやき… 
※気になったことや思いついたことを書いています。サラッと読んでいただければ… 
少し前に『先生はノートのどこを見ている？』という記事を見つけた。内容は、教員が生徒のノート点

検をするときにどんなところにポイントを置いて見ているのか…というものであった。今回はそのポ

イントではなく、その中でノート作りについて触れていたので…。この通りにして欲しいのではなく

イメージ作りに役立ててもらいたいと思います。「ノート作りは、自主的に創意工夫した学習をするた

めの第一歩」。例えば左ページには板書を写し、右ページは予習や復習、先生の話や自分が感じとった

ことをメモする。写すだけの受け身の学習ではなく、主体的に考えることで内容の理解が深まり、後

で見返したときにも記憶がよみがえりやすいということだそうです。授業を再現するノートを目指し

て、自分自身の「気づき」をメモしておくことが大事。気づきとは“心が動いたこと”です。新しい発

見や驚いたこと、『なぜ？』と感じたことなど浮かんだ言葉をそのまま書くと良いとのこと。ノートの

右端にメモ欄を作ったり、ふせんに書いてはりつけたりしてもいい。“板書を書ききれなかった場合は

友達に見せてもらうこともできるけど、自分の気づきは授業中にしか書けない”。分からなかったとこ

ろに？マークをつけておくだけでも、見直すときに役立ちます。もうすでに行っていることだ、もっ

と良い方法があるという人は、どんどん広げてください。知ってしないのと、知らないからできない

のは大きな違いです。毎日毎日することだから、自分にとって最善の方法を見つけよう。                                

 

 

 

１年生が初めての定期テストに挑みました 


